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1 はじめに

日本語には数千ものオノマトペがあるが，それぞれ

のオノマトペが微妙な意味の違いをもたらしている．

Komiyaら（[1]）は文脈情報のベクトル集合をもと

にオノマトペを分類し，その関係を示すためのクラス

タリング手法を提案した．一方，近年分散表現による

意味の表現に関する研究が盛んに行われてきている．

そのため，本稿では，文脈情報の素性ベクトル集合の

代わりに，分散表現のベクトルを利用して，オノマト

ペのクラスタリングを行い，文脈ベクトルの結果と比

較，また人手で作った正解データに基づいて評価した．

2 関連研究

オノマトペとは音を表すことで感覚や感性を表す言

葉であり ([5] ，[6])，近年自然言語処理の研究対象と

して注目を集めてきた．

本研究に最も近い研究はKomiya（[1]）である．こ

の論文は周辺の単語やその品詞情報などの文脈情報に

基づいたオノマトペのクラスタリングを提案している．

これらの素性は語義曖昧性解消に使われるものであり，

このシステムは語義の観点からオノマトペを分類し，

可視化することを目指していた．一方，word2vec等

を利用した分散表現についての研究が近年非常によく

見受けられるようになった．分散表現は，言葉の意味

をベクトルで表したものであり，文脈をもとに計算さ

れ，言葉の意味の類似度の比較や，言葉の意味の合成

などに利用されている．そのため，本稿では，周辺の

単語やその品詞情報などの文脈情報の代わりに，この

分散表現を利用して同じオノマトペの分類を行う．対

象のオノマトペやコーパスをKomiya（[1]）と揃えて

実験を行い，人手で作った正解データに基づいて結果

を比較した．

3 オノマトペの分類

本稿のオノマトペのクラスタリングは以下の三ス

テップから成る．

1. それぞれのオノマトペについてコーパスから分散

表現を計算する

2. オノマトペの分散表現間の距離を測る

3. オノマトペ間の距離をもとにクラスタリグを行う

コーパスには現代日本語書き言葉均衡コーパス（BC-

CWJ）（[2]）を利用し，形態素解析器にはMecab 1 を

利用した．2また，word2vec3を利用して分散表現を作

成した．この際，ウィンドウサイズは± 5とし，分散

表現の長さは 50とした．オノマトペ間の距離は，分散

表現間のコサイン距離とした．これに対し，Komiya

（[1]）は形態素，品詞，かかり受け，意味コードから

なる素性ベクトル集合の JSDを利用してクラスタリ

ングを行っている．この際，ウィンドウサイズは± 2

となっている．

Komiya（[1]）と同様に，クラスタリングとしては

階層型のシングルリンククラスタリングをボトムアッ

プ方式で行った（[3]）．ボトムアップクラスタリング

はそれぞれのオノマトペを表す個々のクラスタから始

まり，段々と最も良く似た二つのクラスタを一つの新

しいクラスタにまとめ上げていくものである．

また，シングルリンククラスタリングとは，二つの

クラスタの類似度をクラスタ中の最も似ているメン

バー同士の類似度とするものである．つまり，クラス

タ cu とクラスタ cv が cw = cu ∪ cv にマージされる

際，クラスタ cwとクラスタ ckの類似度は，以下のよ

うに二つの個々の類似度の最大値となる．

sim(cw, ck) = max(sim(cu, ck), sim(cv, ck)) (1)

1http://mecab.googlecode.com/svn/trunk/mecab/
2Komiya（[1]）は同じコーパスを用いているが，形態素解析器

は Chasen を利用している．
3http://word2vec.googlecode.com/svn/trunk/
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表 1: 最終的な実験におけるオノマトペの用例数の最

小，最大，平均

オノマトペの種類 最小 最大 平均

照る・晴れる 17 228 80.33

寒い・冷たい 34 640 235.50

雨・雪・氷 12 1154 225.62

怒る・不機嫌・無愛想 15 5812 384.05

4 実験

実験に利用したオノマトペは，Komiya（[1]）にな

らい，文献 [5]の，「照る・晴れる」，「寒い・冷たい」，

「雨・雪・氷」，「怒る・不機嫌・無愛想」の 4つ分野の

オノマトペのうち，コーパス中に 10用例以上出てき

ているものを利用した．

つまり，「照る・晴れる」についてのオノマトペは，

(1)照る：ぎらぎら，てかてか，じりじり，ぽかぽか，

かっと，かんかん，(2)日差し：おっとり，ぽっと，(3)

晴れる：からっと，すかっと，からり，(4)暮れる：とっ

ぷりの 4タイプ 12種類である．また，「寒い・冷たい」

についてのオノマトペは，(1)寒気：ぞくぞく，(2)寒

さ：じわじわ，しんと，りんと (3)冷たさ：ひんやり，

ひやひやの 3タイプ 6種類である．そして，「雨・雪・

氷」についてのオノマトペは，(1)雨：じめじめ，どん

より，ぽつぽつ，ぱらぱら，ばらばら，しょぼしょぼ，

しとしと，びしょびしょ，ばらばら，さっと，ざっと，

(2)雪：ちらほら，はらはら，(3)雷：ごろごろの 3タ

イプ 13種類である．また，「怒る・不機嫌・無愛想」に

ついてのオノマトペは，(1)怒り：むっと，むしゃく

しゃ，かっと，ぐらぐら，むかむか，ぷりぷり，かん

かん，がみがみ，ぷんと，ぷんぷん，ぞっと，(2)不

満：ぐつぐつ，かちん (3)不機嫌：ぶすっと　つんと

　つんつん (4)無愛想：むっつり　つっけんどん (5)

態度の硬化：きっとの 5タイプ 19種類である．これ

らのタイプは，日本語オノマトペ辞典 ([3])に書かれ

ている説明をもとに人手で分類した．

また，これらのオノマトペのうち，「かっと」や「か

らっと」のような「～と」という形のオノマトペは，

Komiya（[1]）にならい，「と」をつけた形の分散表現

を利用したが，形態素解析器を変えた関係で，「りん」

は「りんと」という形の分散表現が生成できなかった

ため，「りん」を利用した．また，表 1 は最終的な実験

におけるオノマトペの用例数の最小，最大，平均を示

している．形態素解析器を変えた関係でKomiya（[1]）

と少々異なっている．

表 2: 分散表現と文脈表現のクラスタのエントロピー

オノマトペ 分散表現 文脈ベクトル

照る・晴れる 0.62 0.54

寒い・冷たい 0.63 0.71

雨・雪・氷 0.56 0.54

怒る・不機嫌・無愛想 0.47 0.50

表 3: 分散表現と文脈表現のクラスタの純度

オノマトペ 分散表現 文脈ベクトル

照る・晴れる 0.67 0.67

寒い・冷たい 0.67 0.50

雨・雪・氷 0.79 0.79

怒る・不機嫌・無愛想 0.74 0.68

5 結果

付録の図 1 から図 8 はそれぞれ「照る・晴れる」，

「寒い・冷たい」，「雨・雪・氷」，「怒る・不機嫌・無

愛想」についてのオノマトペの分散表現と文脈ベクト

ルの分布によるクラスタリング結果を示す．エントロ

ピーと純度の評価に利用したクラスタ番号も併せて表

示した．また，人手で作った正解データ（4節の「タ

イプ」に相当）をもとに，エントロピーと純度 (文献

[4])を評価した．表 2と表 3にそれぞれの結果を示す．

なお，より良い結果の数値を太字で示した．

6 考察

図 1 と図 2 から，二つの手法の結果はほとんど似

ていないことが分かる．しかし，図 5と図 6，図 3と

図 4，図 7と図 8は，どれも最も似ているオノマトペ

（「ぞくぞく」と「ひんやり」，「じめじめ」と「どんよ

り」，「ぞっと」と「むっと」）が等しくなった．

また，表 2から，エントロピーは「照る・晴れる」

と「雨・雪・氷」のオノマトペについては文脈ベクト

ルの方が，それ以外に関しては分散表現の方がよいこ

とが分かる．また，表 3から，純度は「照る・晴れる」

と「雨・雪・氷」のオノマトペについては，どちらの

手法も同じであるが，それ以外については分散表現の

方が優れていることが分かる．このことから，全体で

は，分散表現の方が正解データに近い分類を行ってい

ることが分かった．

また，いくつかのオノマトペには多義性がある．

Komiya（[1]）に引き続き，本稿でもオノマトペの語

義が手に入らず，曖昧性を解消していないため，この

問題の解決は今後の課題となる．

Copyright(C) 2016 The Association for Natural Language Processing. 
All Rights Reserved.　　　      　　 　　 　　　 　　　　　　　　　　― 474 ―



7 おわりに

本稿では，日本語のオノマトペを，分散表現をもと

にクラスタリングし，先行研究であるオノマトペの文

脈の分布をもとにしたクラスタリングと比較した．ク

ラスタリング手法には階層型のシングルリンク・クラ

スタリングを採用し，オノマトペ間の距離にはコサイ

ン類似度を利用した．「照る・晴れる」，「寒い・冷た

い」，「雨・雪・氷」，「怒る・不機嫌・無愛想」のオノマ

トペの分類を行った結果，「寒い・冷たい」，「雨・雪・

氷」，「怒る・不機嫌・無愛想」に関しては分散表現の

結果と文脈ベクトルの分布の結果に類似が見られた．

また，エントロピーと純度を人手で作成した正解デー

タと比較したところ，分散表現の方が人手のデータと

似た分け方をしていることが分かった．
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図 1: 「照る・晴れる」についてのオノマトペの分散

表現による階層型クラスタリング
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図 2: 「照る・晴れる」についてのオノマトペの文脈

ベクトルの分布による階層型クラスタリング
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図 3: 「寒い・冷たい」についてのオノマトペの分散

表現による階層型クラスタリング
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図 4: 「寒い・冷たい」についてのオノマトペの文脈

ベクトルの分布による階層型クラスタリング
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図 5: 「雨・雪・氷」についてのオノマトペの分散表

現による階層型クラスタリング
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図 6: 「雨・雪・氷」についてのオノマトペの文脈ベ

クトルの分布による階層型クラスタリング
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図 7: 「怒る・不機嫌・無愛想」についてのオノマト

ペの分散表現による階層型クラスタリング
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図 8: 「怒る・不機嫌・無愛想」についてのオノマト

ペの文脈ベクトルの分布による階層型クラスタリング
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